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I Ep- 5　　　銘菓の生成と普及一金沢・松江の調査をとおして一

　　　　　　○石川寛子＊　大久保洋子＊＊

　　　　　　　(＊武蔵野女大短大、＊＊文教大女短大）

　目的　江戸期に完成したとされる和菓子は、元禄期頃より製作技法が分化し、そのいく

つかを組み合わせ、菓銘をつけた上菓子が京都を中心として生成し、徐々に地方都市へと

拡大した。こうした銘菓は、それぞれの地域の文化的事情によって生成起因も、またその

普及の形態も異なっている。　こうした日本特有の格調高く美しい和菓子の生成と普及の形

態を把握するとともに、それらが日本文化の一つとして現代生活の中でどのように受け継

がれているのかを明らかにすることを目的としている。

　方法　上記の目的のために今回は、茶人として著名な藩主により銘菓が生成された金沢

と松江を主に調査をし、関係する文献・資料の探索ならびに両市における創業100年以上

の老舗菓子店主（金沢諸江屋、松江風流堂）よりその生成と普及の過程の聞き取りをし、

東京虎屋文庫でこれらの検証をおこなった。　さらに現代における実態把握のために、両市

の５大学学生500人を対象としたアンケート調査をおこない集計結果を分析した。

　結果　①金沢と松江の銘菓はいずれも茶事の菓子として生成された。②金沢は幕府と藩

との緊張関係の緩和を目的とし、京文化の流れを汲んだ茶事によって普及発達した。③松

江の銘菓は三代藩主の精神的な教養から発した茶への傾倒から広まって普及発達した。④

金沢の銘菓はそれぞれ特定の菓子司によって生成され、守られているのに対し、松江は藩

主好みの銘菓として、菓子司全体が生成することでその伝統を守っている。⑤アンケート

による現在社会において両市の銘菓は郷土の文化として守るべきという意識は７０％みら

れたが、日常性では殆ど意識されていない。

I Ep- 6　　　北タイにおける経済化と情報化の進展が児童･生徒の間食選択に与える影響について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○宇都宮由佳＊益本仁雄＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(＊大妻女大･院､＊＊大妻女大)

【目的･方法】1997年より､経済化･情報化の進展が､児童･生徒の間食を選択行動に与える

影響について､北タイにおける都市部(チェンマイ)、郊外の町(ファーン)、農村部(サムーン)で、

アンケート､ヒヤリング等の調査を実施してきた。その結果､地域差があることが分かり、さらにその

差には5つのパターンがあることが判明した。1998年､地域差が顕著な間食からファーストフード、

チョコレート､ほとんど地域差の見られなかった間食からクイおやつ､即席麺を選び､小5、中2、

高２(合計937人)を対象に､より詳細な調査を行った。 1999年､文献調査､環境観察、現地関

係機関でのデータ収集､ヒヤリング調査等を行い､SPSSを使用して､地域差の要因について､検

定､相関、因子分析等の方法で分析した。

【結果･考察】ファーストフード､チョコレートの選択は､各地域でマスコミなどを通した情報の影

響が強い。しかし､ファーン､サムーンでは､憧れがあるものの､値段の高さや販売店の有無など

経済的影響も強い。チェンマイでは､太ることを気にして摂取を控えるという社会･文化的要因が

見られた｡タイおやつ､即席麺は､各地域で手軽に購入できる､価格が安いなどの経済的要因の

影響が強く、ファーン､サムーンでは､さらに家で作るなど社会･文化的要因も加わり、摂取頻度

が高い。チェンマイは､他の2地域と比較して､摂取頻度も低く､伝統を守る意識がうすれつつあ

ることがわかった。3地域における間食選択行動は､経済的要因を基底としつつ､情報的要因と

社会･文化的要因とが複雑に絡み合って形成されていることが明らかとなった。
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